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バドミン トンプレーヤーの戦術的技能（予測段階）に関する一考察  
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【はじめに】   

バドミントン競技において、ゲームに勝つこと  

は、相手よりも早く規定のポイントに達するこ  

とである。得点するためには、自らがウイニン  

グ・ショットを決めるか、相手にエラーをさせる  

かのいずれかが要求される。いずれにしても、自  

らが決め球となる一撃を加えることが必要にな  

り、プレーヤーはいかなるときも決め球を打てる  

ような状況を作り出すように努めなければならな  

い。ダウニイ1）はこのことを攻撃原則と呼んでい  

る。攻撃原則に則ったプレーを行うためには運動  

の先取りが不可欠で、起こりうる状況を的確に予  

測することが出来れば、より素早い仕掛けによっ  

て、相手に大きなプレッシャーを与えうると考え  

られる。したがって、予測能力が優れていること  

は、パフォーマンスの優劣を左右する重要なファ  

クターであることが予想される。B．Abernethyら2）  

は、バドミントンにおいて熟練者は非熟練者と比  

較して予測がより正確であり、またより早い段階  

で情報を抽出する能力に優れていることを報告し  

ているが、ストロークの時間経過について着目し  

ており、運動の経過には目が向けられていない。   

めまぐるしく変化する状況の中で、瞬時にその  

状況を認知し、適切な判断のもとで技術を遂行す  

ることのできる能力を戦術的技能であるとするな  

らば、プレーヤーは、瞬間瞬間に出会った環境と  

の「交渉」の結果として行動を決定するということ  

に他ならない。本研究では、バドミントン選手に  

おける戦術的技能の優劣を明らかにするための基  

礎資料を得ることを目的として、予測段階に着日  

し検討した。   

【研究方法】  

1）対象となった選手及び試合   

国内女子トップ選手（2004年度全日本総合選手  

権大会2位）を対象とし、ビデオ撮影を行った（図  

1）。対象の試合は、2004ヨネックスオープンジャ  

パンにおける1回戦とした。  

2）実験用フイルムの作成手順   

リアコート空間の右側（以下RRとする）と左側  

（以下LRとする）からのそれぞれ10回のストロー  

クを抽出Lた（図1）。この各10回のストローク  

を含むラリー10イニング分を、以下に示す2つ  

の異なる局面までで切れるように編集した。   

①ラリーの開始から準備局面まで   

②ラリーの開始からコンタクトの瞬間まで  

なお、本研究における準備局面とは、ヒッチイン   

O  

carnera 

園1 ビデオ撮影   
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【結果及び考察】  

（1）ストロークしないと予測される空間の数   

被験者が予想した空間の数を囲3に示した。パ  

フォーマンスレベルが上位のプレーヤーは下位の  

プレーヤーよりも多く回答しており、また①準備  

局面までで分割した映像よりも、より連動が経過  

した（∋主要局面までにおいて、×の数が増えてい  

ることが分かる。上位群においては、②主要局面  

までの映像に対して回答数が増えていることよ  

り、局面が推移することで判断材料を付加してい  

ることが考えられた。一方で下位群においては回  

答数にあまり差がなく、運動の経過から必ずしも  

有効な情報を得られていない可能性が考えられ  

た。  

（2）予測が誤りであった回数   

次に、予測が誤りであった回数について図4  

に示した。本研究においては、「ここには打って  

こない」というコースに×印を記入するという方  

法で実験を行った。上位群において、その判断が  

誤っていることが多く、先行研究とは異なる結果  

であった。「ここには打ってこない」という空間が  

分からずに全く×印を記入しなかった場合は、予  

測が誤りであったという結果にはならない。積・極  

的に予測を働かせ、「ここはない、ここもない」と  

×印を増やすことによって、誤答である可能性も  

増すわけである。下位群においては、「どこに打っ  

てくるか分からない」といった意見も多く、実際  

のゲームで想定すると、動き出そうとすることが  

出来ないといった状況にあると考えられる。  

ラリーの最大の目的が、常に決め球を打てるよ  

うな状況をつくること（攻撃原則）であることを考  

えると、そのために重要なことは、相手よりも少  

しでも先手をとることである。本研究では、上位  

群において、積極的にコースを予測しようとする  

傾向が見られた。また、予測を誤ることも多かっ  

たことより、予測を外さないようにするよりも、  

より積極的に予測しようとする心理状態が垣間見  

られた。また、こうした心理状態は、予測が外れ  

たとしてもそのリスクを最小限に抑えられる高い  

技術レベルを有していることに依拠しており、ま  

たそれによる精神的余裕が大きいのではないかと  

考える。すなわち高い技術とは、仮に予測が外れ  

てシャトルに対してのスタートが遅れたとして   

グポジションへの移動からラケット・ヘッドのラ  

ギング・バックの開始までとし、コンタクトの瞬  

間までを主要局面と定義した。   

こうして作成したRRとLRからの各20回分の  

映像をランダムに配置した。なお、全ての映像に  

ついて、終了時が静止画にならないように編集を  

行った。  

3）被験者   

丁大学バドミントン部員女子5名と同大学医学  

バドミントン部員女子2名の7名（21．5±1．51歳）  

とした。この7名を、全国大会上位入賞レベル（Ⅰ  

群）・全国大会出場レベル（Ⅱ群）・県大会レベル（Ⅲ  

群）の3群に分けた。  

4）実験手順   

被験者は、ランダムに配置された実験用フイル  

ムを見て、ストロークのコースとして該当しない  

と判断される空間に対して、私案の記録用紙に×  

印を記入した（図2：記入なし、複数回答可）。記  

録は40回（RR・LR各20回）の映像それぞれにつ  

いて行われた。このことにより、対象となった選  

手のストロークのコースが限定され、球種を判断  

することが可能になると考える。  

5）分析項目  

図2 記録用紙：コート空間を9つの領域に分割  

する。分割された□に×を書き入れる。  

分析項目は以下の通りとした。  

（1）ストロークしないと予測される空間の致  

（2）予測が誤りであった数  
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またこうした高水準な技術レベルは、相手より少  

しでも優位に立てるよう攻撃的にゲームを展開さ  

せる戦術的試みを可能にすると考えられるが、今  

後の研究課題にしたい。  

も、シャトルにアプローチしきれる効率的なトラ  

ベリング技術を有していることと、不十分な体勢  

からでもシャトルを打ち返すことが出きる優れた  

ヒッティング技術を有していることなどである。  

RRからのストローク  LRからのストローク  

1群  nポ  Ⅶ鮮  

国①準備局面まで  

甲②主要局面まで  

l群  n斜  皿繹  

国3 ×印をチェックした数  

RRからのストローク  LRからのストローク  

l■  l■  1■  

闘①準備局面まで  

■②主要局面まで  

t■  l¶  l■  

国4 予測が誤りであった回数  

【結論】   

バドミントンプレーヤーの予測能力について検  

討したところ、パフォーマンス上位群は、下位群  

と比較して  

1）予測することに積極的である  

2）判断のタイミングが早く、より早い段階で予   

測のための情報を抽出する能力に優れている  

ということが示唆された。今後は戦術的技能につ  

いてより知見を深め、予測能力だけではない戦術  

的技能をどう評価するか研究し、さらに戦術ト  

レーニングを行うことによりパフォーマンスが向  

上するかどうか明らかにしたい。  

＊本研究は、平成17年度体育科学系学内プロジェ  

クト「バドミントン競技における戦術的技能の分  

析・評価に関する研究」の成果の一部である。  
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